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 工学修士（Master in Aerospace Engineering），Hosnieh Kor（ホスニエ コール）君提出の学位論文
は Development of an efficient immersed boundary method for simulation of flows around stationary and 
moving bodies（静止物体および移動物体周り流れシミュレーションのための効率的な埋め込み境界














 第 1 章ではこれまでに提案された IB 法に関して広範な文献調査を行い，既存の手法の長所およ
び短所を比較し，それらにおける共通の問題点を指摘することにより，本研究を動機づけている． 
 第 2 章では流れの支配方程式を提示し，支配方程式の空間離散化および数値時間積分の詳細に交
えて IB法の基本的な計算手順をまとめ，続いて IB法における異なる力の加え方，即ち，Direct forcing 
method, Ghost-cell method および Reconstruction method についての詳細を述べている．また，結果の
評価に必要な統計量の計算手法についても述べている． 





 第 4 章では提案した補間方法の移動境界問題への拡張について述べている．静止した円柱および
振動する円柱周りの流れのシミュレーション結果より，Reconstruction method を用いた場合，静止




 第 5 章は結論であり，本論文の結果の総括と今後の展望を述べている． 
 以上の研究結果は，今後，産業界での応用上必要となる複雑境界形状を伴う流れの数値シミュレ
ーションの高効率化にも役立つことが期待され，学術的にも工学的にも極めて有意義といえる． 
よって，本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会委員で試問を行
い、当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
